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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、マウス ES 細胞及びヒト iPS 細胞から、腎臓のネフロン・尿管芽・間質の前駆細胞を誘導

し、ヒト遺伝性腎臓疾患の初期病態を解明するとともに、これら３つの前駆細胞を組み合わせることに

よって３次元腎臓組織の再構築を目指す研究である。 

ヒト遺伝性腎臓疾患由来の iPS 細胞から腎臓前駆細胞を誘導し、病態の再現と病態解明を目指す計

画に関しては一定の成果が得られている。一方で、３次元腎臓組織の再構築については、尿管芽誘導法

を確立するなど開発が進みつつあり、また、マウス ES細胞とヒト iPS 細胞から間質前駆細胞の誘導法

の開発を継続中であるが、本研究分野が競争の激しい分野であることを考慮すると、今後の努力が必要

である。 


